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後になってその学生がやりたかったことを知らされたことが数度あった。互いに
近しい関係ゆえに声掛けしやすい環境にはあるが、学生が考えていることをかれ
らの目線に立って考えて、議論しながらその方向性を一緒に探っていくことの大
切さ、また、CFの器量・技量と包容力がその指導に求められることを実感した。
ともあれ二年間私たちの立場で「海外フィールドワーク実習」の指導にあたる
中で、フィールド調査の醍醐味を学んだのは他ならぬ私たちであった。学生たち
とともにザンジバルについて語り合い、現地調査に飛び出し、報告書の執筆に挑
戦する過程で、私たちは多くの驚きに遭遇した。素朴であるが核心をついた質問、
汲めども尽きないフィールドでの好奇心、積極性、発想力、そしてバイタリティー。
教育とは一方的におこなわれるのではなく、相互作用を通じて効果を幾重にも発
揮していけるものであると気づかされた。
最後に平成27（2015）年度より「海外フィールドワーク実習」でご指導いただ
いた科目責任者である増田研先生、波佐間逸博先生、鈴木英明先生にこの場を借
りてお礼を申し上げます。
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